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【背景・目的】 

圧縮センシング(CS)とは少数のランダム収集点からデータのスパース性を利用して画像を再構成する手法であり、近年MRIへ

の応用が進んでいる1,2)。我々は、健常ボランティア画像を対象としたCS-MR画像の検討を進めていく中でいくつかの画質特性

の傾向を確認できたので報告する。 

【方法】 

本検討では、実空間画像から計算機上で模擬的に作成したk空間データに対し、

Fig.1のようにランダム収集およびCS再構成を行った。なお本検討では、CS再構成に

おいて画像のスパース性を評価する空間をスパース空間と呼ぶことにする。プログラ

ムはLustigらにより公開されているもの3) に必要な修正を加え、利用した。対象は健常

ボランティアによる3D-TOF-MRA, T2Wの画像とし*、フル収集、中心部収集、ランダ

ム収集を行った。ランダム収集については通常再構成とCS再構成(スパース空間は

実空間とwaveletの2種)を行い、結果の画像を比較した。 

【結果・考察】 

MRAでは、中心部収集やランダム収集（通常再構成）に対してCS再構成における

血管描出能の維持が確認できた。また、ノイズ状アーチファクトについてもCS再構成

では除去できていた(Fig.2)。 

T2Wでは、中心部のみから再構成した画像に比べ分解能が維持できており、リン

ギングアーチファクトが低減する傾向にあった（Fig.示せず）。しかしながら、CS再構成では低コントラスト構造の描出能が低下す

る場合があった(Fig.3)。また、スパース空間をwavelet空間とした場合にはベタ塗りのようなアーチファクトが見られ、スパース空

間を変えた場合に異なる画質特性が確認された。スパース空間に依存して画質特性が複雑に変化するため、対象画像によって

スパース空間を使い分ける必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

【結語】 

MRA画像、T2強調画像について種々の条件でCS処理を行い、画質特性について検討を行った。今後は劣化に関与する要

因の検討を更に重ね、CS画像の画質指標や評価法を提案していきたい。 
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* 健常ボランティアの撮像は本研究科倫理委員会の承認の下で行った。 

Fig.3 T2W 画像 
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Fig.1 サンプリングパターン 
 a: フル収集  

 b: 中心部収集  

 c: ランダム収集 

Fig.2 MRA 画像 
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